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　バイレイヤーの実験では、リン脂質／コレステロール混合膜の密度が DO と HO の密度の間にあること
を利用して、混合膜の浮遊密度を高精度で測定している。DO と HO を適当な比率で混合した溶媒中に分
散した試料を遠心後、試料が沈殿していれば DO を、浮上していれば HO を添加し再び遠心する。これを
繰り返して最終的に5×0-4 g/cm3以上の精度で混合膜試料の密度を計測している。この際、混合膜が閉じた




























































　本論文の前半のバイレイヤーの浮遊密度測定の結果は、Biochimica et Biophysica Acta に筆頭著者とし
て公表されている。また、後半のモノレイヤーのπ－A 測定に関する結果は、論文にまとめて投稿中である。
他に１件、参考論文を英文ジャーナルに発表している。著者は本論文の内容を国際学会で筆頭著者として４
回報告（口頭発表１回、ポスター発表３回）している。審査委員は、本論文の内容を中心に面接と公開の論
文発表会を行い、著者が論文内容と用いた技法について十分な理解とともに関連する分野についても学識を
有し、また将来の研究遂行に対しても十分な能力を持つことを確認することができた。公表論文は英文で書
かれていること、また共同研究でフィンランドの大学に２か月間滞在して蛍光寿命測定実験を行って論文発
表に用いたデータを取得していることより、国際的な研究環境において英語でコミュニケーションしていく
十分な能力を有すると判定した。以上のことより、審査委員会は本論文の著者が博士（理学）の学位を授与
されるに足る十分な資格を有するものと判定した。
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